
　今年、11 月 23 日（日）・24 日（月・祝）に、

大阪国際会議場で、第 23 回大会を開催します。

この会報が皆様のお手元に届くころには、準備

作業もたけなわといったところではないでしょう

か。

　和歌山・大阪大会の準備に当たり、私自身が留

意している点について、いくつかお知らせします。

　年次大会の目的には、主催者としては、①学会

の方針の周知、②新しい情報の提供、③会員相互

の親睦の機会の提供などがあります。一方、参加

される皆様の目的としては、④新しい情報の入手、

⑤仲間との再会、⑥新しい出会い、⑦心身のリフ

レッシュなどが考えられます。

　それぞれのポイントについて触れます。①につ

いて、今年は学会理事長の交代という変革の年で

す。20 年以上の本会の歴史と今後について、現

理事長（上野一彦先生）と現副理事長（竹田契一

先生）の対談を通して、明らかにしていきたいと

思いますので、ご期待ください。

　②と④は表裏一体の関係です。幅広い領域から、

今年度は特に、大会テーマの『より効果的な支援

をめざして』、その中でも「学習支援」を中心に

据え、特別講演・教育講演・ミニレクチャーを準

備しています。これまでの大会で、参加人数が予

想以上に増えたため、「聴きたい講演も聴けなかっ

た」という声も伺っています。その反省の元、昨

年の横浜大会に続き、国際会議場という、現在の

日本において提供しうる最高の場を準備し、「聴

きたい講演は聴ける」を合言葉に、準備を進めて

います。会場案内を含め、大会運営が滞りなく進

むよう、副会長の里見恵子先生とともに、関西の

S.E.N.S の会各支部会会員の協力を得て行ってい

く所存です。

　③と⑤については、旧交を温める機会になるこ

とを心から願うとともに、日本全国から様々な職

種の専門家が集まる機会ですので、自主シンポジ

ウムやポスター発表での討論も含め、是非多くの

新しい方々（⑥）と交流して下さい。以上述べた

ような、様々な機会を通して、心身ともに、リフ

レッシュ（⑦）して、翌日からの支援に役立てて

もらえればありがたいです。

　皆様のお越しを心よりお待ちしています。

年次大会を開催する意義とは？
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